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1. 2019年12月期第2四半期の連結業績（2019年1月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年12月期第2四半期 4,097 11.9 1,330 32.6 1,320 33.1 1,058 57.9

2018年12月期第2四半期 3,660 13.7 1,003 5.2 992 5.2 670 ―

（注）包括利益 2019年12月期第2四半期　　1,063百万円 （57.3％） 2018年12月期第2四半期　　675百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2019年12月期第2四半期 9.26 ―

2018年12月期第2四半期 5.86 ―

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2019年12月期第2四半期 12,528 10,904 87.0

2018年12月期 12,130 10,260 84.6

（参考）自己資本 2019年12月期第2四半期 10,904百万円 2018年12月期 10,260百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年12月期 ― 3.67 ― 3.67 7.34

2019年12月期 ― 3.68

2019年12月期（予想） ― 3.68 7.36

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年12月期の連結業績予想（2019年 1月 1日～2019年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,439 10.5 2,419 2.8 2,410 3.2 1,623 4.6 14.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有

第１四半期連結会計期間において、連結子会社でありました株式会社インフォライズを、当社を存続会社とする吸収合併を行ったことにより、連結の範囲
から除外しております。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年12月期2Q 129,715,600 株 2018年12月期 129,715,600 株

② 期末自己株式数 2019年12月期2Q 15,431,302 株 2018年12月期 15,431,199 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年12月期2Q 114,284,349 株 2018年12月期2Q 114,284,403 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、四半期決算短信（添付資料）４ページ「連結業績予想
などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（2019年１月１日～６月30日）における我が国の経済は、米中貿易摩擦や英国ＥＵ離

脱交渉など世界経済の失速懸念は依然あるものの、底堅い内需と輸出の持ち直しにより企業収益は高い水準で推移

しており、景気は緩やかに回復する動きとなりました。 

 当社グループが主に事業を展開する国内のBtoB（企業間電子商取引）市場は、2018年のBtoB-EC市場規模は前年

比8.1％増の344兆円、小売・その他サービスを除いた商取引に対する電子商取引の割合であるEC化率が前年比0.8

ポイント増の30.2％と、着実に拡大が進んでおります。（経済産業省「平成30年度我が国におけるデータ駆動型社

会に係る基盤整備（電子商取引に関する市場調査）報告書」） 

 このような環境下にあって、当社グループは当第２四半期連結累計期間におきまして、経営方針である、「成長

と利益の両立」及び「収益源の多角化への仕掛け」に取り組みました。 

 その結果、「BtoB-PF FOOD事業」の「BtoBプラットフォーム 受発注」及び、「BtoB-PF ES事業」の「BtoBプラ

ットフォーム 請求書」等の順調な利用拡大により、当第２四半期連結会計期間末（2019年６月末）の「BtoBプラ

ットフォーム」全体の企業数（海外を除く）は、前連結会計年度末比49,847社増の328,401社、全体の事業所数

（海外を除く）は、前連結会計年度末比81,112事業所増の729,257事業所となりました（注１.）。 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は、「BtoB-PF FOOD事業」「BtoB-PF ES事業」の各システムの国内における

利用拡大によりシステム使用料が増加し、4,097百万円と前年同期比436百万円(11.9％)の増加となりました。利益

面は、売上高の増加と過年度の大型システム開発投資の償却期間満了による売上原価のソフトウエア償却費が低減

したことにより、営業利益は1,330百万円と前年同期比327百万円(32.6％)の増加、経常利益は1,320百万円と前年

同期比328百万円(33.1％)の増加、親会社株主に帰属する四半期純利益は、経常利益の増加に加え、2019年１月１

日付けで当社が吸収合併した連結子会社（株式会社インフォライズ）の繰越欠損金の控除により法人税等が減少

し、1,058百万円と前年同期比388百万円(57.9％)の増加となりました。 

 

（注１.）「BtoBプラットフォーム」全体の企業数とは、「BtoBプラットフォーム」に登録された有料及び無料で

利用する企業数のうち重複企業を除いた企業数であり、全体の事業所数とは、本社・支店・営業所・店舗

の合計数であります。 

 

 

 セグメント別の経営成績は次のとおりであります。 

 なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

 

①BtoB-PF FOOD事業 

 「BtoBプラットフォーム 受発注」は、外食チェーン、ホテルを中心とした買い手新規稼働が順調に推移し、そ

の取引先の食品卸等の売り手企業数も順調に増加いたしました。新規営業では、アライアンスパートナー（既存売

り手企業・提携システム会社等）からの紹介案件も継続的に発生いたしました。その結果、当第２四半期連結会計

期間末の買い手企業数は2,882社（前連結会計年度末比192社増）、売り手企業数は35,262社（同1,167社増）とな

りました(注２.）。また、「BtoBプラットフォーム 規格書」は、食の安心・安全、アレルギー対応の意識の高ま

りから、各機能の利用企業数が増加いたしました。また、受発注と規格書を連携させた「食の安心・安全 受発

注」のパッケージ販売を推進いたしました。その結果、当第２四半期連結会計期間末の買い手機能は693社（前連

結会計年度末比47社増）、卸機能は631社（同16社増）、メーカー機能は6,786社（同272社増）となりました（注

２.）。 

 当第２四半期連結累計期間の「BtoB-PF FOOD事業」の売上高は3,309百万円と前年同期比260百万円(8.5％)の増

加、営業利益は1,673百万円と前年同期比337百万円(25.2％)の増加となりました。 
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②BtoB-PF ES事業 

 「BtoBプラットフォーム 請求書」は、既存の有料契約企業の請求書電子データ化の推進により、ログイン社数

が増加いたしました。請求書の新規契約企業数は、フード業界に加え他業界でも順調に拡大いたしました。その結

果、当第２四半期連結会計期間末の「BtoBプラットフォーム 請求書」の企業数は318,231社（前連結会計年度末比

50,052社増）（注２.）、その内数である受取側契約企業数は2,843社（同240社増）、発行側契約企業数は1,208社

（同124社増）、合計で4,051社（同364社増）となりました（注２.）。また、「BtoBプラットフォーム 商談」の

買い手企業数は7,305社（同137社増）、売り手企業数は1,619社（同１社減）となりました（注２.）。 

 当第２四半期連結累計期間の「BtoB-PF ES事業」の売上高は、「BtoBプラットフォーム 請求書」の受取・発行

有料契約企業数の増加及びその稼働によりシステム使用料が増加し、785百万円と前年同期比176百万円(29.0％)の

増加、営業損失は「BtoBプラットフォーム 請求書」の事業拡大に必要な営業及び営業サポート人員の補強等によ

る人件費が増加し、339百万円（前年同期は営業損失326百万円）となりました。 

 

③その他 

 中長期的に育成する事業として、中国・台湾での「SaaSシステム」の提供を推進いたしました。

 当第２四半期連結累計期間の「その他」の売上高は、22百万円（前年同期は売上高22百万円）、営業損失は３百

万円（前年同期は営業損失２百万円）となりました。

 

（注２.）セグメント別の企業数は、システムを利用する企業数の全体数を表示しております。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①財政状態

 当第２四半期連結会計期間末（2019年６月末）の総資産は、12,528百万円（前連結会計年度末比398百万円増）

となりました。

 流動資産は、8,439百万円（前連結会計年度末比488百万円増）となりました。主な増加要因は現金及び預金が

473百万円増加したことなどによるものであります。

 固定資産は、4,089百万円（前連結会計年度末比90百万円減）となりました。主な減少要因はソフトウエアが180

百万円減少したことなどによるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末（2019年６月末）の負債合計は、1,624百万円（前連結会計年度末比245百万円減）

となりました。

 流動負債は、1,596百万円（前連結会計年度末比245百万円減）となりました。主な減少要因は未払法人税等が

170百万円減少したことなどによるものであります。 

 固定負債は、28百万円（前連結会計年度末比0百万円増）となりました。

 純資産は、10,904百万円（前連結会計年度末比643百万円増）となりました。主な増加要因は利益剰余金が638百

万円増加したことなどによるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」）の期末残高は、前連結会計年度末

に比べ473百万円増加し、6,811百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次のとおりであります。 

    （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動による資金の増加は、1,345百万円（前年同四半期は1,469百万円の増加）となりました。主な収入は、

税金等調整前四半期純利益1,320百万円、減価償却費492百万円等であり、主な支出は、法人税等の支払額378百万

円等であります。 

    （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動による資金の減少は、451百万円（前年同四半期は561百万円の減少）となりました。主な支出は、BtoB

プラットフォーム等システム開発に伴う無形固定資産の取得による支出433百万円等であります。

    （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動による資金の減少は、419百万円（前年同四半期は373百万円の減少）となりました。主な支出は、配当

金の支払額419百万円等であります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当社グループは、当連結会計年度（2019年１月１日～12月31日）におきまして、経営方針である、「成長と利益

の両立」及び「収益源の多角化への仕掛け」に取り組んでまいります。

 「成長と利益の両立」については、BtoBプラットフォームを拡充し、これまでの成長と利益率を基本的に継続し

ながら、社外の経営資源も適宜取り入れ、BtoBプラットフォームの価値増大を図ってまいります。

 「収益源の多角化への仕掛け」については、世界のBtoB空間を覆い尽くす当社事業の将来像の実現に向け、個々

の取り組みで事業採算をとりながら、戦略的な布石を打ってまいります。 

 

 当社グループの報告セグメントは、「受発注事業」、「規格書事業」及び「ＥＳ事業」としておりましたが、当

連結会計年度より「BtoB-PF（プラットフォーム） FOOD事業」、「BtoB-PF ES事業」に変更いたしました。 

 「受発注事業」と「規格書事業」は、営業体制の統合及びパッケージ販売等を通じて、一体としてFOOD業界向け

に推進する事業であることから「BtoB-PF FOOD事業」に変更し、「ＥＳ事業」は、「BtoB-PF ES事業」に名称を変

更しております。

 なお、株式会社インフォライズは2019年１月１日付けで当社が吸収合併したことにより、「その他」の区分から

「BtoB-PF ES事業」に変更しております。

 

 通期の見通しにつきましては、各プラットフォームの利用拡大によりシステム使用料が増加することから、売上

高は8,439百万円（前連結会計年度比10.5％増）、利益面につきましては、販売費及び一般管理費のうち事業拡大

に必要な営業及び営業サポート人員の補強等による人件費の増加や利用企業数増加に向けた販売促進費が増加する

ものの、売上高の増加及び売上原価のソフトウエア償却費が過年度の大型システム開発投資の償却期間満了により

減少することから、営業利益は2,419百万円（同2.8％増）、経常利益は2,410百万円（同3.2％増）、親会社株主に

帰属する当期純利益は、1,623百万円（同4.6％増）となる見通しです。

 

 上記連結業績予想は、前回公表（2019年２月14日発表）から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,337,595 6,811,352 

売掛金 1,538,306 1,552,355 

貯蔵品 2,119 2,108 

その他 88,110 90,171 

貸倒引当金 △15,606 △16,872 

流動資産合計 7,950,525 8,439,114 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 128,253 122,017 

工具、器具及び備品（純額） 55,565 49,689 

有形固定資産合計 183,818 171,706 

無形固定資産    

ソフトウエア 2,649,613 2,469,015 

ソフトウエア仮勘定 103,440 252,147 

その他 15,587 15,673 

無形固定資産合計 2,768,641 2,736,835 

投資その他の資産    

投資有価証券 534,218 533,422 

繰延税金資産 501,345 447,479 

敷金 188,358 196,522 

その他 3,357 3,446 

投資その他の資産合計 1,227,281 1,180,871 

固定資産合計 4,179,741 4,089,413 

資産合計 12,130,267 12,528,528 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(2018年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2019年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 104,413 69,159 

短期借入金 770,000 770,000 

未払金 133,675 134,973 

未払法人税等 423,638 253,221 

その他 409,593 368,677 

流動負債合計 1,841,321 1,596,032 

固定負債    

資産除去債務 28,373 28,406 

固定負債合計 28,373 28,406 

負債合計 1,869,694 1,624,438 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,212,512 3,212,512 

資本剰余金 3,027,248 3,027,248 

利益剰余金 4,092,266 4,731,232 

自己株式 △383 △529 

株主資本合計 10,331,644 10,970,464 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △71,072 △66,374 

その他の包括利益累計額合計 △71,072 △66,374 

純資産合計 10,260,572 10,904,089 

負債純資産合計 12,130,267 12,528,528 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

売上高 3,660,582 4,097,445 

売上原価 1,242,549 1,040,364 

売上総利益 2,418,032 3,057,080 

販売費及び一般管理費 1,414,278 1,726,241 

営業利益 1,003,754 1,330,838 

営業外収益    

受取利息 1,713 1,685 

未払配当金除斥益 83 106 

その他 42 4 

営業外収益合計 1,839 1,796 

営業外費用    

支払利息 2,233 1,894 

為替差損 5,640 4,935 

支払手数料 5,475 5,456 

営業外費用合計 13,349 12,287 

経常利益 992,243 1,320,347 

税金等調整前四半期純利益 992,243 1,320,347 

法人税、住民税及び事業税 302,186 208,092 

法人税等調整額 19,791 53,865 

法人税等合計 321,977 261,958 

四半期純利益 670,265 1,058,389 

親会社株主に帰属する四半期純利益 670,265 1,058,389 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

四半期純利益 670,265 1,058,389 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 5,345 4,697 

その他の包括利益合計 5,345 4,697 

四半期包括利益 675,611 1,063,087 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 675,611 1,063,087 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2018年１月１日 
 至 2018年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2019年１月１日 

 至 2019年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 992,243 1,320,347 

減価償却費 670,106 492,248 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △681 1,266 

受取利息 △1,713 △1,685 

支払利息 2,233 1,894 

為替差損益（△は益） 5,656 4,935 

売上債権の増減額（△は増加） △18,759 △14,066 

仕入債務の増減額（△は減少） △24,936 △35,246 

未払消費税等の増減額（△は減少） 30,677 △90,190 

その他 29,521 42,708 

小計 1,684,347 1,722,212 

利息の受取額 4,264 4,253 

利息の支払額 △2,022 △1,871 

法人税等の支払額 △216,694 △378,925 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,469,894 1,345,669 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △23,556 △7,411 

無形固定資産の取得による支出 △537,910 △433,258 

投資有価証券の取得による支出 － △2,500 

敷金及び保証金の差入による支出 － △8,200 

投資活動によるキャッシュ・フロー △561,466 △451,370 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

配当金の支払額 △373,751 △419,814 

自己株式の取得による支出 － △146 

財務活動によるキャッシュ・フロー △373,751 △419,960 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,342 △582 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 533,334 473,756 

現金及び現金同等物の期首残高 5,116,258 6,337,595 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,649,592 6,811,352 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 2018年１月１日 至 2018年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
（注）３ 

  BtoB-PF FOOD BtoB-PF ES 計 

売上高              

外部顧客への 

売上高 
3,049,054 609,297 3,658,352 2,229 3,660,582 - 3,660,582 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

53 24 77 20,184 20,262 △20,262 - 

計 3,049,107 609,322 3,658,430 22,414 3,680,844 △20,262 3,660,582 

セグメント利益 
又は損失（△） 

1,336,042 △326,937 1,009,104 △2,938 1,006,166 △2,412 1,003,754 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない海外事業であります。
２ セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,412千円は、セグメント間取引消去等であります。
３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 2019年１月１日 至 2019年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期 
連結損益 
計算書 
計上額 
（注）３ 

  BtoB-PF FOOD BtoB-PF ES 計 

売上高              

外部顧客への 

売上高 
3,309,493 785,949 4,095,442 2,003 4,097,445 - 4,097,445 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

38 - 38 20,151 20,190 △20,190 - 

計 3,309,532 785,949 4,095,481 22,154 4,117,635 △20,190 4,097,445 

セグメント利益 
又は損失（△） 

1,673,336 △339,499 1,333,837 △3,592 1,330,244 594 1,330,838 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれていない海外事業であります。
２ セグメント利益又は損失（△）の調整額594千円は、セグメント間取引消去等であります。

   ３ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

  前連結会計年度において、当社グループの報告セグメントは、「受発注事業」、「規格書事業」及び「ＥＳ事業」
 としておりましたが、第１四半期連結会計期間より、2019年１月１日付の組織変更に伴い、「BtoB-PF FOOD事業」、
「BtoB-PF ES事業」に変更することといたしました。

各報告セグメントを構成する主要製品は以下のとおりです。 

報告セグメント 主なサービス

BtoB-PF FOOD
日々の受発注業務を効率化する「BtoBプラットフォーム 受発注」の提供と食
の安心・安全の仕組みづくりを推進する「BtoBプラットフォーム 規格書」の
提供 

BtoB-PF ES
企業間の請求書を電子化し、ペーパーレスを実現する「BtoBプラットフォー
ム 請求書」の提供と購買・営業ツールとして商談業務を効率化する「BtoBプ
ラットフォーム 商談」の提供 

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に基づき 

 作成したものを開示しております。
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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